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１. はじめに 
１-１．背景と目的	 

	 これまで日本の小中学校では、主としてクラス単位の

一斉授業を中心に教育活動を行ってきた。しかし、社会

情勢の変化や若者の職業選択を巡る問題、児童の学習意

欲の低下といった問題の増加により、そうした画一的な

教育からの脱却を模索しようとする動きが見られる。例

えば少人数教育、個別化教育、選択制授業、「総合的な

学習の時間」の導入などの試みが試行錯誤され始めてい

る。 
	 一方で、海外では多重知能理論注1）(Multiple Intelligences
理論：以下 MI 理論)という人間の知性を多元的なものと
してとらえる理論をもとに、時間割を廃止し徹底した個

別化教育を試みる事例も見られる。我が国においても、

MI 理論に基づく教育法が有効であることに言及し授業方
法の改善を提案した研究もなされている。1）自己理解や他

者理解も一つの知能として捉える MI 理論を教育に取り入
れることで、「生きる力」の育成や社会背景として存在

する問題の解決に役立つことが期待できると考える。 
	 そこで、本研修では MI 理論に基づく教育・学習環境を
整備した学校を計画するために、その教育上の特徴から

必要となる空間を確認し、日本の教育での適応性を考察

する。	 

	 

１-２.	 研修の方法	 

	 まず MI 理論に基づく学校改革を行ったデンマークの
「学校開発・発展プロジェクト」2）（以下、デンマーク語

の略語である SKUB）の 12 校のうち、詳しい資料 3）が入

手 で き た ordrup	 skole( 以 下 OR 校 ) と hellerup	 

skoole(以下 HR校)を主な対象とし、教育内容や学校施設
の特徴を読み取る。次に、近年の日本における小学校建

築の先進的事例に見られる特徴との比較を行う。	 

	 	 

２. MI理論に基づく教育や空間の特徴の整理	 
	 SKUBの教育理念は MI 理論を根拠とする、	 
① 自分自身に対する自尊心が学びを促進する。	 
② 平等であることが学習を深める。	 
③ 授業や教員組織や校舎の在り方が学びの質を左右する。	 	 
の三つであるとされている。その中で、MI 理論により多
様な学習スタイルを認め尊重することが重要視されてお

り、教師の役割は生徒の学習のサポートであるとされて

いる。また、SKUB における学校では時間割を廃止し、生
徒が自由に学習を進めている。 
	 このような教育に対応するため、従来の教室と呼ばれ

る部屋は存在せず学校のいたる所に変化に富んだ生徒の

居場所となる空間が見られた。(図１~２)	 

	 表１に SKUBにおける学校の空間的特徴をまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
表１	 SKUBにおける各学校にみられる特徴の整理	 
OR 校 HR 校 その他の十校 

・ 廊下部分にも学習
スペースを設けて

いる。	 

・ 変化に富んだ様々
な部屋が集まって

全体を構成してい

る。	 

・ 隠れ家的スペース
が学校全体に散り

ばめられている。	 

・ 生徒の学習をサポ
ートするためにあ

る一定のゾーンご

とに教師が配置さ

れている。	 

 

・ 学級教室はなく、
３学級が共同で使う

ホームエリアが生活

の場所となる。	 

・ クラスミーティン
グが行われる、キュ

ーブと呼ばれる場所

を設けている。	 

・ 特 別 教 室 を 除 い
て、中央の階段に面

して完全にオープン

に作られている。	 

・ ホームエリア内に
は教師のスペースが

設けられており、３

学級を教師６~８人

のチームが担当す

る。	 

・ 三学年一体のユ
ニットによりホ

ームエリアを構

成する。この中

で学年混合の主

体的な学習が行

われる。	 

・ 照明や内装、色
合い心理的な効

果が考慮されて

いる。	 

	 

	 これらの特徴からも考察できるように、MI 理論に基づ
く教育とは多様性の尊重であり、そのために教師が常に

生徒の学習をサポートできる体制が必要であると考える。 
	  
３. SKUBの学校と日本の小学校との比較考察	 
３-１. 日本の先進的な小学校に対する分析	 
	 前章の分析で整理した SKUB の教育空間は、以下の四
項目の特徴に大別される。 
 

図１	 OR校における生活・学習空間の一例( SKUBホームページより)	 

図２ HR校における生活・学習空間の一例( SKUBホームページより)	 
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①多様な授業方法を引き出す空間	 

②子供の居場所となる空間の多様性	 

③学習のための空間の多様性	 

④教師が常に生徒の学習をサポートできる空間構成 
	 これらの項目に対して日本の小学校の先進的事例では

どのように具現化されているのかを調べた。 
	 比較対象は文部省で「生きる力についての問答」が行

われた 1996 年 8 月以降に建設された小学校のうち、空間

の多様性に対する工夫が多くみられる美浜打瀬小学校と

明安小学校とした。特に明安小学校においては、調べ学

習が身近となる空間構成を取っている点にも着目した。

表２に美浜打瀬小学校と明安小学校に見られる各項目の

特徴と OR 校、HR 校に見られる特徴の比較の結果を記す。 

①~④	 美浜打瀬小	 明安小学校	 

① 

多
様
な
授
業
方
法
を	 

引
き
出
す
空
間	 

・ 屋内外に階段教室を設ける
など、様々な場所で授業を

行う設計が施されている。	 

・ 学年内には水を用いた授業
や学年合同授業が出来るス

ペースが設けられている。	 

・ 音響にも配慮されているた
め、より自由に授業の中で

オープンスペースを用いる

ことが出来る。	 

・ 教室とオープンスペー
スの間には 900 程のレ

ベル差があり、階段で

繋がれている。この階

段が発表や劇など様々

な授業を促す。	 

・ 教室周辺にはオープン
スペースや中庭、半屋

外空間など様々な空間

が設けられている。	 

② 

子
供
の
居
場
所
と
な

る
空
間
の
多
様
性	 

・ オープンスペース内に子供
が隠れられる丸ベンチやア

ルコーブを作ることで様々

な活動を誘発している。	 

・ 中庭を設け外部に開けた施
設とすることで、屋外での

活動を誘発している。	 

・ 何かに触発されること
で様々な活動を起こす

設計となっている。	 

・ 中庭を中心に据えるこ
とで季節に応じて様々

な居場所を作ることが

できる。	 

③
学
習
の
た
め
の

空
間
の
多
様
性	 

・ 上に同じ。	 
・ 学校内の様々な場所に多様
な家具を設置している。	 

	 

・ 図書・コンピューター
スペースといった個別

の学習スペースが身近

にある。	 

④ 
教
師
が
常
に
生
徒
の

学
習
を
サ
ポ
䤀
ト	 

で
き
る
空
間
構
成	 

・ 学年内に教師コーナーを設
置	 

	 

・ 学級内に教師コーナー
を設置	 

	 

 
３-２.多様性に着目した SKUBと日本の学校の違い 
	 SKUB における学校では、設計の段階で多様なグルーピ
ングができる空間だけでなく、様々な場所に個別学習に

集中できる環境を設けている。(図３~４)それに対して美
浜打瀬小学校では、学校全体における空間の多様性とし

て個別の学習空間という一つの選択肢が排除された形に

なっている。(図５~６)これは教室内に自分の机が確保さ
れているということが関係していると思われる。 
	 一方で、SKUB における学校では空間の多様性は内部空
間で完結している印象を受けたが、その点日本の学校は

空間の多様性が外部環境まで発展した形が多く見られた。

これには自然環境や地域に開かれた教育活動が行えると

いうメリットがあり、美浜打瀬小学校を始めとした日本

の先進的な学校ではそれらを十分活かした授業が行われ

ていることを示唆している。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
４.まとめ	 

	 SKUB における学校では、MI 理論に基づき、自由なカ
リキュラム構成や学習スタイルの違いによるグルーピン

グという発想が生まれ、多様な内部空間構成となってい

た。それに対して、日本の先進的な学校では個別学習ス

ペースの少なさが目立つものの、外部環境と一体となっ

た空間構成や地域に溶け込んだデザインによりにより、

子供の多様な居場所や多様な授業方法、多様な活動を引

き出す工夫が為されていた。 
	 本研修では MI 理論をベースとした教育方法や学校建築
の特徴を整理し日本の学校建築の先進的事例と比較する

ことで、多様性を持つ空間の導入方法について知見を得

ることが出来た。後期は研修で得られた知見を元に、MI
理論に基づく学校建築の設計を行っていく。	 
	 
【補注】	 

注 1)MI理論では少なくとも以下の 8つの知能を保証している。	 
①言語的知能：話をする、文章を書くなど言葉を効果的に使いこなす知能	 

②論理・数学的知能：論理的なパターンや抽象的な概念に対応できる知能	 

③空間的知能：空間を的確に認知したり,認知的発想を自由に転換させる知能	 

④音楽的知能：様々なメロディー、リズム、音質を認識し、表現する知能	 

⑤身体的知能：考えを自分の体で表現したり、手を使ってものを作る知能	 

⑥博物的知能：様々な現象を認知し、違いや共通点を見つけ出す知能	 

⑦対人的知能：他人を理解し、気持ちや感情などを見分ける知能	 

⑧内省的知能：自分自身について的確に把握し、その上で行動できる知能	 
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表２	 日本における先進的事例の代表校にみられる特徴の整理	 

図３ MI理論に基づく小学校の	 
空間利用の一例	 

( SKUBホームページより)	 

図４ MI理論に基づく小学校に	 
見られる居場所の設け方	 

図５ 美浜打瀬小学校の	 
空間利用の一例	 

( SKUBホームページより)	 

図６	 日本の小学校に見られる	 

居場所の設け方	 


